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ＤｅａｒPrincess
ショップリスト
（京阪神地区）

三宮店

公078-391-3918

元町店
冠078-322-0761

さんちかタウン店

恋078-331-1331

大丸梅田店
訟06=6343-414o

阪急三番街店
冠06-6372-1611

エストー1店
冠06-6372-3357

,,斎橋OPA店
垂06-6282-8O36

なんばClTY店
壷06-6644-2899

ラ･セレナ店
窓06-6625-2453

四条河原町阪急店
蛮075-211-Rｸｸｸ
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神戸市中央区布引町1-1-10
盃(078)2223641(代）
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ガンバリ父さんに乾杯！

ざんちか

父の
雨一侭ら

さんちか各店ご利用の方に応募券を1枚達上､応募箱にご投函ください｡

抽選で下記賞品をプレゼント！

曜宗唾

Ｆコロロ

応募箱場所:｢雲【広場･レストランモール､さんちかインフォメーション」
当撰発表:６月１６日(月)抽選の上､当選者乙本人に郵送通知いたします。
3等貿当撰者の方は､さんちかインフォメーションにて引換となります。

さnjちか名挙揃ﾖ市顔央区奉澗１１０１忽078(鯛1)3965
⑭営莫時閏/AM10m~PM8;00倣良店MPM9IO助一ダー ｽi､ﾂプ)○定休日海月詔耀

人気ゴルフ用品

｢ゼｸｼｵドﾗｲバー&ｱｲｱﾝｾﾂﾄ」 ２

ｍ&N戦IM0jnOY脳h⑤拘戸＝醜ちか

ｈＩ１ｐ:"www心anUca､範、

ﾎﾝダ50ccｽｸーﾀー｢Today｣…２名様

さんちかギﾌﾄ券(1,000円分)……150名棟
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弛
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１
９
０
０
年
ウ
ィ
ー
ン
の
美

i士界●

Ｐ

面

刃皿
世
紀
末
か
ら
別
世
紀
に
か
け
て
、

ウ
ィ
ー
ン
の
美
術
界
に
君
臨
し
た
巨
人
、

グ
ス
タ
フ
・
ク
リ
ム
ト
（
１
８
６
２
１

１
９
１
８
）
・
彼
の
描
く
絵
画
、
な
か

で
も
ま
ば
ゆ
い
金
箔
や
色
と
り
ど
り
の

装
飾
に
飾
ら
れ
た
女
性
像
は
、
州
熟
し

た
世
紀
末
文
化
を
象
徴
す
る
イ
メ
ー
ジ

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ベ
ル
ヴ
ェ
デ
ー

レ
宮
オ
ー
ス
ト
リ
ア
絵
画
館
の
全
面
的

な
協
力
を
得
た
今
回
の
展
覧
会
で
は
、

ク
リ
ム
ト
最
愛
の
女
性
を
描
い
た
「
エ

ミ
ー
リ
エ
・
フ
レ
ー
ゲ
の
肖
像
」
、
三

ザ
■
わ
’
ト
ョ

ザ
■
わ
’
ト
ョ

限
由
言
』

罰
醗 ＃

由
言
』

デ
ィ
ッ
ト
ー
」
、
「
ヌ
ー
ダ
・
ヴ
エ
リ

タ
ス
」
、
「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
」
な
ど
の

代
表
作
を
厳
選
。
ま
た
数
々
の
素
描
作

品
か
ら
大
作
壁
画
「
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
・

プ
リ
ー
ズ
」
の
妬
ｍ
に
及
ぶ
精
巧
な
複

製
ま
で
ク
リ
ム
ト
芸
術
の
全
貌
を
一
堂

に
紹
介
し
ま
す
。

ク
リ
ム
ト
に
影
響
を
与
え
た
マ
カ
ル

ト
や
ロ
マ
コ
、
ク
リ
ム
ト
を
乗
り
越
え

よ
う
と
し
た
シ
ー
レ
や
コ
コ
シ
ュ
カ
と

い
っ
た
画
家
た
ち
の
作
品
や
、
エ
ミ
ー

リ
エ
・
フ
レ
ー
ゲ
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
衣

Ｌ虫
展

劇
は
‐

雪6.28-9.21
言|兵庫県立美術館1選綱"卿

フ
レ
ー
ゲ
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
衣

装
な
ど
も
あ
わ
せ
て
展
示
、
黄

金
期
ウ
ィ
ー
ン
の
華
麗
な
世
界

に
多
方
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を

試
み
ま
す
。

退
廃
的
な
日
々
の
な
か
で
画
家

た
ち
が
放
っ
た
、
は
か
な
く
も
、

激
し
い
光
１
．
１
０
０
年
の
時

を
経
て
〈
ｘ
よ
み
が
え
り
ま
す
。

Lﾆ

神
(上)グスタフ･クリムト

「工ﾐーﾘｴ･ﾌﾚーゲの肖像」
（部分）
1902年油彩･カンヴラアス
ウィーン市立歴史博物館蔵
、TheColIecliono｛Hislo｢isches

MuseumderSIadIWien

(左)グスタフ･クリムト
「ユディットＩ」<部分）
1901年油彩･カンヴラアス
ベルヴェデーレ宮オーストリ
ア絵画館蔵
、T11eCollecIionoI6sIelTeichiscI1e
GaleTieBeIvedere
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震災復興の８年

2003年６月5日(木)～７月21日（月）

兵庫県立美術館

。
⑮
の
。
の
「
四
侍
己
。
Ⅱ
、
二
『
『
○
宮
二
三
コ
＠
，

四
コ
ユ
ア
冨
三
『
の
日
産
『
①

６

安藤忠雄建築展２００３ ア
ヱ
『
「
○
℃
一
画
両
側
ｗ
ｖ

再生一環境と建築

出展作品

神戸

兵庫県立美術館十神戸市水際広場六甲の集合住宅Ｉ.Ⅱ.Ⅲ｡Ⅳ淡路夢舞台
東京

同潤会青山アパート建替計画国際子ども図書館
直島

直島コンテンポラリーアートミュージアムＩ.ⅡⅢ直島･家プロジェクト
ニューヨーク

グラウンド･ゼロ．プロジェクトマンハッタンのペントハウス
フォートワース

フォートワース現代美術館

パリ

ピノー現代美術館ユネスコ膜想空間

出品／
映像･建築模型･ドローイング･スケッチ･写真等

幻
世
紀
の
世
界
に
、
建
築
家
・
安
藤
忠

雄
が
提
案
す
る
の
は
〈
環
境
〉
を
視
座
に

据
え
た
建
築
で
す
。
建
築
単
体
で
完
結
し

て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
都
市
と
の
関
わ

り
、
歴
史
と
の
関
わ
り
、
社
会
と
の
関
わ

り
、
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
と
の
関

わ
り
の
中
で
、
場
所
に
刺
激
を
与
え
る
べ

く
、
新
た
な
関
係
を
創
り
出
す
。
と
き
に

そ
の
試
み
は
、
敷
地
に
刻
ま
れ
た
く
場
所

の
記
憶
〉
を
掘
り
起
こ
し
、
そ
れ
を
建
築

に
よ
っ
て
顕
在
化
さ
せ
る
、
環
境
の
〈
再

生
〉
を
実
現
す
る
も
の
で
す
。

日
本
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
と

国
際
的
な
活
動
を
続
け
な
が
ら
、
安
藤
忠

ゴ
ア
ロ
ン
○
シ
ｚ
ロ
○

雄
は
、
一
貫
し
て
こ
の
主
題
を
追
求
し
て

き
ま
し
た
。
展
覧
会
で
は
、
そ
の
安
藤
忠

雄
の
近
作
を
映
像
、
模
型
、
ド
ロ
ー
イ
ン

グ
、
ス
ケ
ッ
チ
等
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
で
紹

介
し
、
〈
次
の
時
代
の
建
築
〉
を
展
望
し

ま
す
。

ま
た
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
８
年
が
経

ち
ま
し
た
。
復
興
の
文
化
的
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
計
画
さ
れ
た
兵
庫
県
立
美
術
館
に
て
、

そ
の
美
術
館
、
神
戸
市
水
際
広
場
、
復
興

集
合
住
宅
、
淡
路
夢
舞
台
な
ど
の
復
興
計

画
の
プ
ロ
セ
ス
等
も
合
わ
せ
て
紹
介
し
、

こ
れ
か
ら
の
阪
神
・
淡
路
の
復
興
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ａ

７

重
い
現
実
と
夢
と

～
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
会
館
の
壁
画
に
よ
せ
て
～

Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
長
原
口
洋
一

Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
の
新
会
館
は
、

震
災
ｎ
年
の
２
０
０
５
年
開
局
を
め
ざ

し
て
建
設
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

工
事
現
場
を
囲
う
壁
に
、
こ
の
程
神

戸
二
紀
会
の
有
志
の
皆
さ
ん
が
、
三
日

が
か
り
で
絵
を
描
い
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
壁
画
の
原
画
は
中
西
勝
画
伯
の
作

品
で
、
現
場
で
は
中
西
画
伯
も
み
ず
か

ら
絵
筆
を
と
っ
て
監
修
さ
れ
ま
し
た
。

壁
面
は
、
震
災
で
壊
れ
た
時
計
か
ら

ユ
ー
ト
ピ
ア
を
夢
想
す
る
星
と
月
を
持

っ
た
女
性
像
ま
で
恥
枚
に
の
ぼ
り
ま
す
。

ス
イ
カ
を
手
に
わ
き
あ
い
あ
い
の
群

像
の
隣
で
は
、
臓
器
移
植
の
問
題
が
提

起
さ
れ
て
い
ま
す
。
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
の
テ
ロ
の
場
面
に
立
ち
す
く
む
よ
う

な
衝
撃
を
受
け
る
方
も
お
ら
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
重
た
い
テ
ー
マ
で
す
。

中
西
さ
ん
は
、
「
私
た
ち
の
生
き
て

い
る
現
実
に
い
か
に
多
く
の
問
題
が
あ

る
か
と
い
う
こ
と
を
示
す
一
方
で
人
間

の
夢
や
理
想
も
表
現
し
た
」
と
語
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
確
か
に
人
間
性
を
踏

み
に
じ
る
悲
惨
で
お
ぞ
ま
し
い
現
実
を

直
視
し
て
こ
そ
花
を
持
っ
た
娘
や
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
動
物
た
ち
が
生
き
生
き
と
輝

い
て
見
え
ま
す
。
私
は
、
こ
の
壁
画
に

「
新
し
い
放
送
局
は
重
い
現
実
に
目

を
背
け
ず
幻
世
紀
の
神
戸
の
夢
を
紡
げ
」

と
励
ま
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
な
り
ま
せ

ん
。
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図画の日を創るために。神戸二紀会有志がNHK神戸放送会館蓋下記念に壁画を描き終えて（左）下は制作中の風景（下右）は中西勝両佑
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回日時:2003年６月21日(土)午後５時開演・入増料:s‘ｓｏo円(自由席.消斑税含）
回会堀：神戸文化ホール･中ホールト祷文化ﾎｰﾙ”(D7ess1g535）
(砺営塀蚊｢大喧山測下…J府｢制帳､迦雨"､…１．分）し鐸#感禦躍窪爵罰ｊ
Ｉ垂画評謡蟹冥騨僧謬鰐粥謹鯉,?目,ｿﾝ皿詞！再_ド課,弧….各9錘】堤…､露,電詞､しにトチヶットU竃【D57cc2eg99）

働向*弓溺(元文(睦艮”Ｅ出目R』犀言の予吋9塁テムです包りｺｺー 樋ｑＧ５５ｏ】
川口；琴INH雨戸政近扇映)z廼誕<の,”ﾐﾘー ﾏー ﾄ』で:露鋤ﾄＵＥのチケ瞥佃画ｘｔ眠興皿〔元聖』迩刻皿IW1,j哩或）
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函四国馴鍋1B切目良男唖電同日１
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闘郵まずﾛ遭凱ご凹其としてつ号｡夙住睡瞳趣、皇巴昨顧茎噸
その他欺諦$,現侶&責.殿目凹むどｂ国鋤uぃ色ロゼバロ#)神戸宙l更文化冨到財掴TaD7B霊量.7,唾

一dLq必

園日時:2003年７月lOH（木）
国封園：憲子ピﾗ神戸.あじさいホールＵＲ濡剖和,徒濁０１０分）

⑮入場料:無料

函ＳＨＩＮ郵訊7回E毒弓詞『ｺｱｼ蝉ユク皿麺＝OA倒蛋、
雇同令子電Tg臣B車ｧ琴±シェヶーⅢ産血曽掴鴎卿､材趣
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１且鈎ヨョ轄妙擢金ｄ世神戸剛L墜全【財〉うぺ５足冨詮急月握念
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目、．qE‘Ｌ＝ｂ甘踊莞再而睡支f睦同E１日１画ｐ７ｇ巨乞_"。ろ

フランス･バリ

2002ベーカリー、ワールドカップ
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撮影／米田定蔵、海岸ビルヂング

これは神戸を愛する人々の手帖です

あなたのくらしに楽しい夢をおくる

神戸を訪れる人に楽しい道しるべ

これは神戸っ子の心の手帖です。
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伊丹マリ子
くデザイナー〉

－自己満足で終わらない－

⑪
国ｂ

、

楢

且

Ｃ

、

両

ほ
ん
と
う
の
意
味
で
手
に
職
を
つ
け
た
い
と
、

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ク

リ
エ
ー
タ
ー
学
科
ア
パ
レ
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

で
、
ゆ
っ
く
り
の
び
の
び
と
勉
強
し
た
。
面
倒
く

さ
い
と
思
え
ば
や
っ
て
い
け
な
い
世
界
。
ボ
デ
ィ

の
上
で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
デ
ザ
イ
ン
は
、

「
２
０
０
３
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
」
で
神
戸
市

長
賞
を
受
賞
し
た
。
今
は
ま
だ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

志
向
に
か
た
む
き
が
ち
だ
が
、
テ
ク
ニ
ヅ
ク
で
ご

ま
か
さ
ず
、
シ
ン
プ
ル
で
美
し
い
物
創
り
を
追
究

す
る
。
何
で
も
勉
強
と
仕
立
て
の
良
さ
を
重
視
し

た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ャ
ツ
の
オ
ー
ダ
ｉ
を
受
け
た

り
も
し
て
い
る
。

卒
業
後
は
、
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
も
っ
と

ほ
り
さ
げ
て
い
き
た
い
と
、
現
在
は
社
会
人
の
道

を
選
ば
ず
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
を
め
ざ
し
準
備
中
。

平
面
パ
タ
ー
ン
の
日
本
と
は
感
覚
の
違
う
西
洋
で

勉
強
し
、
視
野
を
広
げ
見
聞
を
深
め
、
触
発
さ
れ

た
い
。
本
場
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
を
体
で
感
じ

た
い
。
と
夢
は
ふ
く
ら
む
。
今
年
は
京
都
に
拠
点

を
移
し
、
日
本
古
来
の
染
め
や
、
織
り
、
友
禅
の

絵
付
け
に
も
挑
戦
す
る
。

ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
て
も
、
与
え
ら
れ
る
だ
け
の

環
境
か
ら
飛
び
出
し
、
焦
ら
ず
自
分
を
大
切
に
し

て
、
自
分
主
体
の
人
生
を
歩
ん
で
行
き
た
い
と
語

る
若
さ
に
、
無
限
の
未
来
が
見
え
る
。
〈
山
本
〉
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中尾浩司
くデザイナー〉

－日ﾉｬ発見の修業中一

■

門
出
『
字
面
回

四
●
曽
埋
認
．
》
４
銃
ハ
ロ
静
２

１１

蕊昂
‐
１
■

Ｆ
ｐ
ぽ
ふ

も
と
も
と
お
し
ゃ
れ
好
き
の
男
の
子
と
い
う
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
い
っ
た
ん
福
岡
の
大
学
に
進

学
し
た
が
、
に
ぎ
や
か
で
開
放
的
な
天
神
の
街
で

過
ご
す
う
ち
、
何
と
な
く
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
興
味

が
わ
い
て
き
た
。
こ
の
道
に
進
ん
で
み
よ
う
か
と

神
戸
に
も
ど
り
、
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校

へ
入
学
し
た
。

初
め
は
服
飾
の
知
識
も
な
く
、
作
業
は
ゆ
っ
く

り
だ
っ
た
が
、
ま
わ
り
の
友
人
に
触
発
さ
れ
少
し

ず
つ
積
極
的
に
な
っ
て
い
っ
た
。
三
年
間
専
門
の

勉
強
を
し
「
２
０
０
３
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
」

で
大
賞
福
冨
芳
美
賞
を
受
賞
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
画

の
一
次
選
考
に
残
っ
た
時
は
ほ
ん
と
う
に
う
れ
し

か
っ
た
。
実
際
に
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
、
予
想

印

ﾛ■

堂

両一

声■､｡

“・オコ』

子Ｆ

γ
《
Ｌ
Ｆ

Ｆ
守
一

マ
ー

巳

唖考課

⑦

'''１，

咽

以
上
の
で
き
ば
え
だ
っ
た
が
、
賞
を
取
れ
る
な
ん

て
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。
ま
た
一
歩
前
進
し
た
。

今
は
メ
ー
カ
ー
で
子
供
服
の
パ
タ
ー
ン
の
仕
事

を
し
て
い
る
。
小
さ
い
子
供
は
体
の
わ
り
に
頭
が

大
き
く
お
な
か
も
で
て
い
る
し
、
お
む
つ
の
分
も

考
え
な
い
と
い
け
な
い
。
パ
タ
！
ン
を
起
す
に
も

気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
が
山
ほ
ど
あ

る
。
日
々
新
し
い
発
見
で
、
仕
事
の
進
め
方
や
や

り
方
を
い
ろ
い
ろ
と
学
び
な
が
ら
修
業
中
の
毎

日
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
力
を
つ
け
て
、
人
に
頼
ら

ず
自
分
の
力
で
や
っ
て
い
き
た
い
。
将
来
は
メ
ン

ズ
の
デ
ザ
イ
ン
も
手
が
け
て
み
た
い
。
と
静
か
に

語
っ
た
。
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日
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多
数
の
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大
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開
催
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戸司

型
作
品
や
創
作
ケ
ー
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が
並
び
、
神
戸
国
際

埋
製
菓
専
門
学
校
の
学
生
作
品
も
。

吟
一
一

↑王泰平中国在大阪総領事が|~大河奔流」
と題し､日中関係の歴史と現状を書かれ、
出版記念会が５月8日夜､神仙閣で盛大

に開かれた。

←第７回神戸国際宝飾展が５月１５～１７日
１
１

ニーーー

皇雲霧菱鍵
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↓ギャラリー北野坂で４月29日～５月11日八木淳一素描展｢い

らくさの冠｣が開かれた｡純度の高いデッサンの数々。

J１
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館
」
が
現
れ
た
。
５
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ん
を
中
心
に
、
傘
や
オ
Ｆ

１
テ
ィ
ス
ト
が
パ
フ
オ
Ｉ

躍塞鍵Ｉ

『鏡

』
Ｐ
Ｐ

↑
５
月
３
日
～
８
日
ト
ア
ギ
ャ
ラ
リ
，
‐
で
中
井
博

子
展
が
。
花
の
香
り
と
心
を
感
じ
る
水
彩
・
ア
ク

リ
ル
画 口 引

ロロツIlIN

pｑ

雨
川
脚
画
、
Ｙ
一

秒
沖
一
均
一
漏
出
髭

↓
鎌
田
京
子
・
絵
と
誓
展
「
す
べ
て
は
光
の
中
へ
」

が
４
月
相
～
劉
日
ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ
ス
カ
ー
で
。
踊

る
色
彩
、
独
自
の
言
葉
を
綴
る
書
が
並
ん
だ
。
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＃
一
竪
雷

懇
歴
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厳
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一
一

一
帝
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一
一
‐
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』

篭=

噛

１.ゴ

弓ＩＦ

灘
;職

翻 二
亨
盃
‐

嘘
等缶

晶皇

蕊
一
一

、
｝

一
壱

、
《

号蓉？可晶
逼一

Ｌ；
■■

〆

一

馨 三園

勃麗
霞律良

木
彫
「
は
ち
の
す
会
」

木
彫
「
は
ち
の
す
会
」
｜
同
は
、
四
月
十

一
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、
三
宮
さ
ん
ち
か
に

て
作
品
展
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
８
０
名

の
出
品
者
全
員
が
は
ち
の
す
会
師
範
科
免
状

を
も
ち
、
普
段
は
各
自
が
担
当
す
る
カ
ル
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
な
ど
で
、
木
彫
指

導
に
励
み
そ
の
合
間
を
ぬ
っ
て
こ
れ
ら
の
大

作
を
仕
上
げ
る
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な

仲
間
た
ち
で
す
。
今
回
も
椅
子
や
机
、
コ
ン

ソ
ー
ル
や
大
型
鏡
、
し
り
ｉ
フ
や
少
年
少
女

の
立
体
作
品
な
ど
を
、
展
示
し
ま
し
た
。
デ

ザ
イ
ン
も
バ
ラ
や
ア
カ
ン
サ
ス
、
ぶ
ど
う
や

烏
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
皆
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー

あ
ふ
れ
る
秘
訣
は
や
は
り
木
彫
の
魅
力
に
ひ

か
れ
、
木
の
精
に
包
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
し

よ
－
つ
。

は
ち
の
す
会
を
主
催
す
る
渡
辺
一
生
氏
は
、

一
九
五
○
年
か
ら
木
彫
工
芸
を
手
掛
け
、
制

作
活
動
を
中
心
に
各
地
で
指
導
に
努
め
て
い

ま
す
。
会
員
対
象
に
し
た
月
二
回
の
本
部
西

宮
の
ア
ト
リ
エ
の
お
稽
古
は
い
つ
も
笑
い
声

が
絶
え
ま
せ
ん
。
会
員
が
指
導
す
る
教
室
は
、

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
ま
で
の
全
国
展

開
を
し
て
お
り
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
楽
し

い
制
作
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

彫
刻
刀
を
持
つ
手
を
動
か
し
て
、
木
と
向
か

い
合
う
と
い
う
心
癒
さ
れ
る
時
間
を
も
つ
こ

と
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
、
最
高
の
賛
沢

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

1４

9

鱗，

、尋
永
篇
》蕊 謁

〆１

瀞Ｉ

ロ 巧寺

鍔 ４

蕊
Ｅ

『

ｍ
ｈＸ

一
屍

、事ｔ

謹侭

ノ

!『 予
弓

■
問
い
合
わ
せ
先

渡
辺
一
生
・
渡
辺
二
隻
木
彫
教
室

西
宮
市
千
歳
町
４
１
担

壷
０
７
９
８
１
２
３
１
３
３
０
０
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1５

ね

「
川
柳
大
学
」
神
戸
ゼ
一
一
一
「
子
の
会
」

一
九
九
六
年
の
子
の
年
に
、
時
実
新
子
の

ね

「
川
柳
大
学
」
神
戸
ゼ
ミ
、
「
子
の
会
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
代
表
世
話
人
の
岸

本
き
よ
の
を
中
心
に
毎
月
、
第
二
日
曜
日

の
午
後
、
湊
川
神
社
西
の
神
戸
市
立
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
例
会
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
会
員
二
十
人
が
、
自
分
の
喜
怒
哀
楽

を
五
・
七
・
五
の
十
七
音
字
に
表
現
し
て

い
ま
す
。

ゆ
う
え
ん

こ
の
度
、
広
東
料
理
「
悠
苑
」
さ
ん
の
》
』

厚
意
で
、
川
柳
色
紙
展
を
開
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
（
阪
神
ゼ
ミ
「
実
の
会
」
、
夙
川

ゼ
ミ
「
新
の
会
」
と
の
共
催
）
。
お
い
し
い

お
料
理
を
食
べ
な
が
ら
、
私
た
ち
の
川
柳

の
作
品
を
見
て
く
だ
さ
い
。

☆
「
子
の
会
」
の
会
員
た
ち
の
川
柳
作
品

赤
い
実
は
ま
だ
赤
い
の
に
ヒ
ヨ
は
来
ぬ
玉
江
雑

一
・
一
七
西
に
其
白
き
月
出
で
て
幸
生
中

あ
の
人
の
仙
眠
術
に
眠
い
ふ
り
守
弘
銅で

幻
の
あ
の
子
が
せ
が
む
汽
車
ポ
ッ
ポ
立
目
代
１

か
け
つ
ぎ
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
家
ま
だ
空
地
や
す
子
両

ひ
と
り
で
も
生
き
て
は
い
け
る
爪
の
土
二
紀
花
鋤

風
の
音
樹
の
音
覚
桶
し
て
か
し
↑
」
い
ち
子
唖

好
き
と
書
く
脅
迫
状
に
な
っ
て
ゆ
く
悪
美
子
霊

見
送
っ
て
ば
か
り
の
案
山
子
送
ら
れ
る
き
よ
の
此

カ
ー
ナ
ビ
に
私
の
家
が
あ
り
ま
せ
ん
節
子
蝉ｒ

一
本
の
植
樹
か
ら
森
を
夢
見
る
幸
男
ド

今
こ
こ
に
在
る
意
味
つ
よ
く
蚊
を
叩
く
消
美
酢

そ
ん
な
日
は
プ
ラ
ス
思
考
で
靴
を
は
く
武
明
泥

深
酒
や
君
は
結
婚
す
る
と
言
う
文
披
計

神
戸
の
キ
ュ
ー
ピ
ー
海
風
を
受
け
て
立
つ
ふ
さ
子
一
一
一

ゴ
ム
風
船
弾
け
る
ま
で
は
膨
ら
も
う
咲
子
津

真
夜
中
の
飼
い
猫
に
だ
け
弱
み
見
せ
智
以
子
郵

大
阪
の
か
も
め
も
来
て
る
神
戸
港
あ
い
柳

青
空
を
作
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
利
秋
卸

竜４

再呈 Ｉ

｛
拝

』
つ
声
「
一

認

国
士
皇

Ｆ
ｊ

艶霊勺

鱗

1111
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鱈

~霧
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１
１
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－
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■

『ヤー､こんにちは』

恋人のように待っている

私の元へナポレオン君は

現れました。私に語りか

行きます。パラオの青い

け､私を癒し私をはげま

園水中だより し再会を約束して去って

海での出来事です。

ﾛョ

撮影者／森和子(大阪）

ダイビング歴8年

撮影地／パラオ(ブルーコーナー）
｢あでやつこ｣は沖縄･宮古島･ニューカ

レドニア･インドネシア･モルディブと世界

モデル.サイズ／ﾅボﾚｵﾝﾌｨｯｼｭの海で活動する､海と南の島を愛する女
１５０cｍ性たちのグループです｡彼女たちが撮

機材･カメラ／モーターマリンIＩ

フィルムリアラ

AdeyaccoUnderWaterPhotoClub

影したひたすら青く広い海を､そして珍し

い魚たちの水中写真をシリーズでご紹

介いたします。
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1９

表紙／石阪春生

セカンドカバー／米田定蔵

目次／「植物誌・ダツラ」市川京子

６月号員次◆2.03-5“
lOKOBECCO2003／伊丹マリ子・中尾浩司

ｉ２神戸スナップ

１４ある集い／はちのす会・子の会

”

ﾛ逆

１６ANGLEKOBE／NADA-GOGOH菊地満

１８あでやつこ水中だより③／森和子「ヤー、こんにちは』

２０座談会／花とみどりの回廊づくりシリーズ②

26特集／神戸の水

３８神戸のお嬢さん／中鼻佐和さん池上佳寿子さん

４６ポンテベルレ2003神戸クラシックカーパレード

４９私の意見／稲垣嗣夫

５０ポエム・ド･コウベ／詩･画由良佐知子

５２創刊42周年記念復刻版名作シリーズ／横尾忠則

５４特集く和の伝統〉①井茂圭洞

６０特集く和の伝統>②花柳芳五三郎

６２特集く和の伝統〉③森田耕山

６８プロフェッサーＰの研究室／岡田淳

７０神戸のアーバンデザイン／小林郁雄

７１神戸のモダンリピング／中川倶子

７２神戸JC先輩・後輩対談⑧阿部泰久×キラン．Ｓ・セティ

７３次代を創る神戸のニューリーダー⑧／須浪道広

７８ひょうごウオーク

８０話題のひろば

８４有馬歳時記

８６神戸の本棚

８８プチカフェドコウベ③／信時哲郎

９０ぴっといん

９２イベントスケジュール

９４ポケットジャーナル

９８各駅停車の神戸歴史ウオーク⑤／田辺貝人

100北斎ミステリー⑤／中右瑛

１０２みだら夜話④／浅黄斑・え／犬童徹

１０４コーヒーカップの耳⑪／出石アカル・え／菅原洗人

106連載小説⑤神戸はしけの女／岡本真穂・え／新家保夫

１１２プレゼントメイト

113愛読者サロン

ll6神戸っ子倶楽部法人会ニュース

120ＫｌＴＡＮＯＨＯＴＮＥＷＳ

ｌ２２神戸うまいもん＆ドリンキングNEWS

I23神戸百店会だより

写真／米田定蔵池田年夫松原卓也米田英男
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ん

2０

く
に
大
型
商
業
施
設
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
か
な
り
の
不
法
駐
輪
が
あ
り
ま

す
。
商
業
地
区
な
の
で
、
む
や
み
に
取

り
除
く
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
。
東
ま

ち
づ
く
り
会
を
通
し
て
順
次
指
導
員
を

お
い
て
い
る
の
で
す
が
、
買
い
物
客
の

自
転
車
を
取
り
除
く
わ
け
に
も
い
か

ず
、
何
か
対
策
を
考
え
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
時
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

南
居
留
地
で
は
特
に
美
化
の
飾
花

の
問
題
を
扱
う
、
環
境
委
員
会
と
い
う

の
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
環
境
委
員
会

は
３
つ
の
柱
が
あ
り
、
１
つ
目
は
植
樹

を
す
る
緑
化
委
員
会
。
２
つ
目
は
ク
リ

ー
ン
作
戦
で
、
清
掃
作
戦
を
年
２
回
や

っ
て
い
ま
す
。
３
番
目
は
駐
車
、
ア
イ

ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
な
ど
、
車
の
関
係

の
活
動
を
中
心
に
や
っ
て
い
ま
す
。

久
野
山
手
幹
線
か
ら
南
、
高
架
下
商

店
街
を
含
め
た
商
店
街
で
は
、
最
初
は

車
道
と
歩
道
の
所
に
垣
根
み
た
い
な
物

美
し
い
神
戸
の
ま
ち
に

「
花
と
み
ど
り
の
回
廊
づ
く
り
」
を

都
市
の
ま
ち
づ
く
り
で
な
か
で
避
け
て
通
れ
な
い
ゴ
ミ
、
不
法
駐
輪
、
落
書
き
等
の
問
題
。

各
地
区
様
々
な
ア
イ
デ
ア
で
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

そ
の
個
性
を
集
結
し
て
、
「
花
と
み
ど
り
の
回
廊
づ
く
り
」
を
神
戸
の
都
心
地
域
に
広
げ
る
た

め
、
第
１
回
花
と
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
花
と
み
ど
り
の
回
廊
シ
リ
ー
ズ
②

トアロード地区

まちづくり鶴議会会長
上根保さん

一
戸
戸

神
村

＝室荒帝

三宮あじさい通り商店街
振興会
内田嵩さん

松
下
六
甲
山
緑
化
１
０
０
周
年
を
機

に
、
様
々
な
議
論
を
し
て
き
ま
し
た
。

美
し
い
神
戸
の
ま
ち
、
市
民
が
誇
れ
る

ま
ち
と
な
る
た
め
に
は
、
ま
ず
ポ
イ
捨

て
や
落
書
き
、
不
法
駐
輪
等
の
問
題
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
「
花
と
み
ど
り
」
と

「
不
法
駐
輪
の
撤
去
」
と
い
う
関
係
で

す
が
、
や
は
り
地
域
で
花
や
み
ど
り
を

し
っ
か
り
と
自
分
達
で
つ
く
っ
て
行

き
、
そ
れ
を
き
れ
い
に
見
て
い
た
だ
け

る
為
に
も
、
不
法
駐
輪
等
を
排
除
す
る

と
い
う
運
動
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

瀬
川
私
達
の
商
店
街
で
も
駐
輪
問
題

が
大
変
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
近

商
店
街
が
抱
え
る
問
題
と

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
取
り
組
み

～ー
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三宮センター街２丁目商
店街振興組合理事長
久利計一さん

株式会社ハーバーランド情報
センター代妻取締役支配人
平山敏さん

会長、旧居留地連絡鶴議会副会長
南嘉明さん

○ 個

め
の
方
々
の
も
の
、
そ
れ
ら
が
全
部
置

か
れ
て
い
る
か
ら
、
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
相
談
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

奈
良
山
み
な
と
元
町
地
区
で
は
、
平

成
追
年
に
地
下
鉄
の
み
な
と
元
町
駅
が

で
き
た
時
に
、
み
な
と
元
町
駅
と
元
町

商
店
街
の
間
に
プ
ラ
ン
タ
ー
を
置
き
ま

し
た
。
そ
れ
と
元
町
商
店
街
で
は
、
去

年
か
ら
神
戸
市
さ
ん
の
方
針
に
従
っ
て

花
と
み
ど
り
を
飾
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
、
夏
か
ら
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

そ
の
一
番
上
に
は
花
を
飾
り
、
横
に
は

自
転
車
の
通
行
禁
止
と
い
う
言
葉
を
入

れ
た
の
で
す
。

村
戸
違
法
駐
輪
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
禁
止
区
域
を
決
め
て
即
時
撤
去
し

て
お
り
ま
す
が
、
最
寄
り
の
ご
商
売
の

関
係
で
、
我
々
が
即
時
撤
去
す
る
と
苦

情
が
あ
る
の
で
す
。
地
域
の
方
々
と
一

緒
に
な
っ
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
か
ら
張
り
紙
、
貼
り
札
が

非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
私
ど

も
の
位
置
付
け
は
、
そ
れ
ら
は
ゴ
ミ
で

す
。
す
ぐ
取
る
と
い
う
こ
と
で
対
処
し

て
い
る
の
で
す
が
、
逆
に
ゴ
ミ
扱
い
を

し
て
い
る
以
上
、
処
罰
的
な
も
の
と
い

う
の
は
難
し
い
の
で
す
。
落
書
き
の
問

題
に
つ
き
ま
し
て
も
、
イ
タ
チ
ご
っ
こ

で
す
が
、
粘
り
強
く
と
い
う
こ
と
で
今

や
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
の
議
論
の

中
で
そ
う
い
う
問
題
も
含
め
て
、
い
ろ

い
ろ
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
け
れ
ば
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

２

。
、
一

一
一
一
音
『

裸
処

三宮阪急前商店街
振興組合理事長
久野茂樹さん

も

』

』

－口

三宮中央通り
まちづくり傭誰今
永田耕一さん

三宮南まちづくり協議会
美緑化部会長
吉川一幸さん

､、剛誹
三宮あじさい通り
商店街振興会会長
瀬川敬之輔さん

みなと元町タウン協議会
元I､商店街連合会会長
奈良山喬一さん

神戸市都市計画総局長
伊賀俊昭さん 彊今室

神戸市中央区長
片瀬範雄さん

を
作
り
ま
し
た
。
な
か
な
か
い
い
と
思

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
夜
に
な
る
と
下

半
身
が
見
え
な
い
か
ら
小
便
す
る
の
に

ち
ょ
う
ど
い
い
の
で
す
。
（
笑
）
こ
れ

は
ダ
メ
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
次
に
花
壇
に
し
て
低
木
を
植
え
た

の
で
す
が
、
低
木
を
植
え
た
ら
今
度
、

ゴ
ミ
を
捨
て
る
の
に
ち
ょ
う
ど
い
い
と

な
る
の
で
す
。
今
現
在
は
、
間
隔
を
お

い
て
並
木
に
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
け
ど

そ
れ
も
よ
く
育
ち
ま
し
て
ア
ー
ケ
ー
ド

の
水
が
つ
ま
っ
て
漏
れ
る
よ
う
な
状
態

な
の
で
す
。

片
瀬
地
域
の
皆
様
方
が
、
道
路
は
自

分
た
ち
の
も
の
と
い
う
意
識
を
持
っ
て

頂
け
た
ら
非
常
に
あ
り
が
た
い
で
す

ね
。
道
路
を
も
う
少
し
市
民
の
皆
様
で

自
由
に
使
っ
て
頂
く
こ
と
が
い
い
の
で

は
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

と
「
美
し
い
ま
ち
」
と
い
う
こ
と
で
は
、

商
業
地
の
自
転
車
を
ど
う
す
る
か
、
放

置
自
転
車
は
電
車
通
勤
の
方
だ
け
で
な

く
、
買
い
物
客
や
店
舗
や
会
社
に
お
勤
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内
田
あ
じ
さ
い
通
り
が
旧
西
国
街
道

と
い
う
こ
と
で
、
西
国
街
道
ま
ち
づ
く

り
の
会
と
い
う
の
を
２
年
ほ
ど
前
に
発

足
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
で
小
イ
ベ
ン
ト

等
も
や
っ
て
き
ま
し
た
が
途
中
で
止
ま

っ
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
す
。
そ
れ
に

見
合
う
よ
う
な
木
や
花
、
標
識
と
か
そ

う
い
っ
た
も
の
を
同
時
に
ま
た
一
度
や

り
直
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吉
川
私
ど
も
の
地
区
は
終
戦
後
、
進

駐
軍
に
摂
取
さ
れ
て
い
た
関
係
で
、
開

発
が
遅
れ
た
地
区
で
す
。
最
近
、
よ
く

雑
誌
・
テ
レ
ビ
等
に
取
り
上
げ
ら
れ
、

い
ろ
い
ろ
な
店
が
載
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
楽
し
み
な
ま
ち
で
す
が
、
花

は
非
常
に
少
な
い
の
で
す
よ
。

永
田
三
宮
中
央
通
り
も
ま
だ
こ
れ
か

ら
何
を
し
て
い
く
か
と
い
う
状
況
に
あ

る
の
で
す
が
、
早
く
に
神
戸
市
の
「
花

と
緑
ま
ち
推
進
セ
ン
タ
ー
」
と
の
間
で

協
定
を
結
び
、
花
苗
を
年
３
回
提
供
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

平
山
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
の
テ
ー
マ
は

花
と
光
で
す
。
地
域
の
中
で
は
各
ス
ポ

ッ
ト
で
花
が
あ
り
ま
す
。
特
に
キ
ャ
ナ

ル
ガ
ー
デ
ン
で
は
、
通
年
い
ろ
い
ろ
変

え
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ー
バ
ー

ラ
ン
ド
の
地
域
的
な
特
徴
も
あ
る
の
か

と
思
う
の
で
す
が
、
潮
風
が
随
分
き
つ

く
て
花
が
す
ぐ
枯
れ
や
す
い
よ
う
で

す
。
屋
内
で
は
乾
燥
し
や
す
い
の
で
随

分
水
を
や
っ
た
り
と
い
う
よ
う
な
こ
と

で
手
間
隙
が
か
か
り
、
年
間
通
す
と
手

間
と
お
金
が
随
分
か
か
る
の
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
ね
。

浅
木
北
野
町
に
は
「
ま
も
り
、
そ
だ

て
る
会
」
が
あ
り
ま
す
。
観
光
客
が
増

え
始
め
た
時
、
は
じ
め
は
ト
イ
レ
問
題

と
か
、
公
害
に
対
す
る
守
り
ば
か
り
で

し
た
。
育
て
る
部
分
で
ま
ず
一
番
に
あ

げ
た
の
が
、
花
を
飾
っ
て
ま
ち
を
き
れ

い
に
す
る
こ
と
で
し
た
。
き
れ
い
な
ま

ち
に
は
、
皆
が
ゴ
ミ
を
捨
て
な
く
な
り
、

違
法
駐
車
も
し
に
く
く
な
る
と
い
う
前

向
き
の
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
き
た
の
で

す
よ
。

上
根
ト
ア
ロ
ー
ド
は
北
が
住
宅
地
で

真
ん
中
が
商
業
地
と
住
宅
が
混
在
、
南

は
商
業
地
と
い
う
風
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
ま
ず
北
か
ら
真
ん
中
に
か
け
て
の

部
分
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ

通
り
を
思
い
出
し
ま
す
。
モ
ン
テ
ー
ニ

ュ
通
り
は
上
の
方
に
は
知
識
人
と
か
有

名
人
が
住
ん
で
お
り
ま
す
。
各
階
の
ベ

ラ
ン
ダ
に
、
同
じ
色
の
花
が
ち
ょ
っ
と

そ
ろ
っ
て
並
ん
で
い
る
の
で
す
。
あ
の

光
景
に
は
、
ま
ち
の
コ
モ
ン
セ
ン
ス
が

非
常
に
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま

す
ね
。

久
利
セ
ン
タ
ー
街
は
店
舗
の
入
れ
代

わ
り
が
ず
い
ぶ
ん
あ
り
ま
す
。
新
し
く

出
店
さ
れ
る
テ
ナ
ン
ト
の
方
々
に
は
、

必
ず
正
副
理
事
長
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
し
て
お
り
ま
す
。
か
つ
て
こ
の

ま
ち
は
ど
う
い
う
か
た
ち
で
出
来
あ
が

っ
て
き
た
の
か
、
現
在
何
を
や
っ
て
い

る
の
か
、
そ
し
て
今
後
ど
う
い
う
形
に

し
て
い
き
た
い
の
か
、
出
店
さ
れ
る

上
根
住
宅
地
と
商
業
地
が
混
在
し
て

い
る
所
で
は
、
花
を
出
し
て
い
る
と
、

何
処
か
の
お
ば
ち
ゃ
ん
や
店
の
人
が
出

て
来
て
一
緒
に
花
作
り
を
し
は
じ
め
ま

す
。
花
の
パ
ワ
ー
は
も
の
す
ご
い
と
思

い
ま
す
ね
。

久
野
私
の
地
域
は
夜
の
方
が
人
が
多

く
、
花
と
な
る
と
非
常
に
難
し
い
所
で

す
。南
居
留
地
で
も
不
法
駐
車
や
不
法

駐
輪
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
自
転
車
や
バ
イ
ク
が
停
め
ら
れ
な

い
と
い
う
も
う
ひ
と
つ
の
意
味
を
理
解

し
て
頂
き
、
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て

頂
い
て
い
ま
す
。

浅
木
北
野
町
は
、
今
は
花
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。
北
野
の
自
治
会
か
ら
も
花

と
み
ど
り
を
増
や
す
運
動
と
い
う
名
前

に
お
い
て
、
１
年
に
１
回
花
の
苗
を
配

っ
た
り
、
土
を
配
っ
た
り
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
教
え
な
が
ら
、
ま
ち
の
中
の
花

を
育
て
て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
に
北
野

坂
の
イ
ン
フ
ィ
オ
ラ
ー
タ
も
大
盛
況
で

し
た
。

奈
良
山
毎
月
１
回
づ
つ
花
を
変
え
て

い
る
の
で
す
が
、
神
戸
に
来
ら
れ
る
観

光
客
の
方
々
か
ら
は
非
常
に
好
評
で
、

各
地
域
か
ら
神
戸
全
体
に
広
が
る

花
と
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り

方
々
に
し
っ
か
り
ご
理
解
頂
か
な
け
れ

ば
、
ま
ち
づ
く
り
は
出
来
な
い
の
だ
と

思
い
ま
す
ね
。

2２
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夜
に
は
各
お
店
に
入
れ
て
頂
く
こ
と

で
、
完
全
な
形
で
美
化
に
つ
な
が
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。瀬
川
私
達
の
商
店
街
で
は
早
く
か
ら

市
民
花
壇
と
か
街
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
な

ど
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
集
大
成

が
イ
ン
フ
ィ
オ
ラ
ー
タ
神
戸
三
宮
東
で

す
。
道
路
を
使
う
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
、

地
元
商
業
者
も
イ
ベ
ン
ト
中
は
何
も
言

わ
ず
に
の
ぼ
り
や
看
板
を
片
付
け
て
く

れ
る
の
で
す
。
し
か
し
イ
ベ
ン
ト
が
終

で
、
こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
更
に
良
い
も

の
に
し
て
く
の
か
が
大
事
で
す
。

平
山
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
は
企
業
さ
ん

が
ほ
と
ん
ど
で
す
か
ら
、
季
節
的
な
イ

ベ
ン
ト
に
は
販
促
費
か
ら
出
る
の
で
す

が
、
通
年
を
通
じ
て
そ
の
よ
う
な
こ
と

を
や
る
と
い
う
の
は
、
完
全
に
企
業
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
に
負
う
所
が
多
く
、
な

か
な
か
管
理
費
を
捻
出
す
る
の
が
難
し

い
。
都
市
に
花
の
回
廊
を
つ
く
る
こ
と

に
し
て
も
、
あ
ま
り
は
じ
め
か
ら
無
理

を
せ
ず
、
や
れ
る
範
囲
の
こ
と
を
拡
大

し
て
ゆ
き
、
定
着
さ
せ
て
行
く
と
い
う

こ
と
に
力
点
を
お
く
べ
き
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

伊
賀
毎
朝
歩
い
て
出
勤
し
て
い
る
の

で
す
が
、
店
の
前
を
必
ず
掃
い
て
、
水

打
ち
を
し
、
カ
ラ
ー
舗
装
を
拭
い
て
お

ら
れ
る
店
舗
が
増
え
て
い
ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
方
が
、
自
分
の
周
り
を
き
れ

い
に
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
出
て
き
て

い
ま
す
。
非
常
に
心
清
清
し
く
毎
朝
歩

い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
全
市
的
に
み

ん
な
で
一
緒
に
広
め
ら
れ
れ
ば
、
素
晴

ら
し
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

松
下
地
域
ご
と
で
い
ろ
ん
な
工
夫
を

さ
れ
て
、
特
徴
を
出
さ
れ
て
や
っ
て
い

く
と
全
体
が
よ
く
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
希
望
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
市
と

し
て
も
提
案
が
で
き
る
よ
う
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
我
々
も
充
分

み
な
さ
ん
の
ご
意
向
承
っ
て
、
や
れ
る

も
の
は
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
こ
う
と
い

う
気
持
ち
で
す
。

わ
る
と
ま
た
戻
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

除
々
に
花
壇
や
管
理
等
含
め
て
、
皆
で

話
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

吉
川
昨
年
度
宝
く
じ
の
助
成
金
を
頂

き
、
南
向
き
一
方
通
行
の
道
路
に
プ
ラ

ン
タ
ー
を
娼
個
設
置
し
ま
し
た
。
今
年

は
神
戸
市
さ
ん
の
市
民
花
壇
の
制
度
で

援
助
を
頂
き
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
こ
う

い
っ
た
助
成
が
あ
る
度
に
花
と
み
ど
り

の
活
動
を
広
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

久
利
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
に
花
と
み

ど
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
共
に
私
の

地
域
で
は
彫
刻
を
ひ
と
つ
の
キ
ー
に
し

て
お
り
、
ゴ
ミ
箱
を
彫
刻
で
つ
く
ろ
う

と
考
え
て
い
る
の
で
す
。
本
来
ゴ
ミ
箱

の
な
い
ま
ち
が
一
番
い
い
と
私
は
思
っ

て
お
り
ま
す
し
、
皆
が
持
っ
て
帰
る
べ

き
な
の
で
す
。
皆
さ
ん
が
ポ
イ
捨
て
し

な
く
な
っ
た
時
に
そ
の
吸
殻
を
捨
て
る

部
分
を
閉
じ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
ゴ
ミ
を

捨
て
な
く
な
っ
た
時
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る

場
所
を
閉
じ
て
、
初
め
て
そ
の
彫
刻
は

完
成
す
る
と
い
う
よ
う
な
作
品
で
す
。

永
田
道
が
き
れ
い
に
な
っ
た
事
で
、

ゴ
ミ
は
実
際
に
減
り
ま
し
た
ね
。
そ
れ

ぞ
れ
の
店
舗
の
方
も
掃
除
を
し
よ
う
と

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
花
が
咲

い
た
こ
と
で
、
更
に
き
れ
い
に
し
よ
う

と
い
う
意
識
が
出
て
き
て
、
道
全
体
を

き
れ
い
な
ま
ま
で
推
移
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
た
だ
こ
れ
を
こ
の
ま
ま

置
い
て
い
て
も
何
の
意
味
も
な
い
の

剛目
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みと新たな出発百

兵庫県公館 ふるさと兵庫の文化遺産

兵庫県公館は､明治35年(1902年)､明治を代表する建築家山口半六氏の設計により4代目県庁舎として完成

してから100年が経過｡今年１月には､国の登録有形文化財に指定された｡これを機に､県民に理解を深めてもらお

うと､県政資料館部門の展示内容をリニューアルするとともに､多彩な記念イベントを11月まで開催する。

2４

年 の歩

石
造
り
、
ド
ー
ム
状
の
大
屋
根
な
ど

フ
ラ
ン
ス
・
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
の
優
雅

な
建
築
美
は
、
当
時
の
人
々
の
大
き
な

感
動
を
呼
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
県
公

館
。
迎
賓
館
部
門
と
県
政
資
料
館
部
門

に
分
か
れ
、
百
年
の
節
目
に
合
わ
せ
て

刷
新
さ
れ
た
県
政
資
料
館
部
門
で
は
、

テ
ー
マ
ご
と
に
貴
重
な
資
料
が
公
開
さ

れ
、
目
で
見
て
楽
し
め
る
展
示
と
な
っ

て
い
る
。

「
兵
庫
の
歩
み
」
で
は
、
明
治
三
十

五
年
に
完
成
し
た
建
物
の
創
立
当
時
の

姿
を
そ
の
ま
ま
模
型
で
再
現
。
初
代
県

知
事
を
務
め
た
伊
藤
博
文
以
降
の
歴
代

知
事
を
紹
介
す
る
な
ど
、
県
の
誕
生
か

ら
現
在
ま
で
の
県
政
の
歩
み
を
、
歴
史

的
資
料
や
映
像
で
紹
介
し
て
い
る
。

迎
賓
館
部
門
の
各
部
屋
に
は
、

小
磯
良
平
の
作
品
を
は
じ
め
、

兵
庫
県
文
化
賞
受
賞
者
に

よ
る
県
公
館
所
蔵
の
美
術

品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

醜
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
十
一
月

県率
ま
で
開
催
。
県
内
で
活
躍

畦
す
る
文
化
団
体
の
催
し
や

趣
名
産
の
販
売
な
ど
も
行
い
、

て型
兵
庫
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て

全
巨庁
い
く
。
ぜ
ひ
と
も
足
を
運

県縮
ん
で
お
き
た
い
催
し
だ
。

４に年５浄明

「
兵
庫
の
魅
力
」
で
は
、
兵
庫
の
豊

か
な
自
然
や
そ
こ
に
息
づ
く
伝
統
文
化

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
丹
波
焼
、
淡

路
島
の
い
ぶ
し
瓦
な
ど
各
地
の
伝
統
工

芸
品
を
一
堂
に
集
め
て
い
る
。

「
兵
庫
の
文
化
」
で
は
、
兵
庫
県
ゆ

か
り
の
芸
術
家
の
美
術
品
を
展
示
。
現

在
は
、
洋
画
家
の
南
和
好
氏
（
平
成
十

一
年
度
兵
庫
県
文
化
賞
受
賞
者
）
の
作

品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
毛
月
末
ま
で
）
・

そ
の
他
に
も
、
兵
庫
県
と
友
好
・
姉

妹
提
携
州
省
と
の
交
流
を
紹
介
す
る
「
兵

庫
の
国
際
交
流
」
や
県
公
館
の
概
要
を

紹
介
す
る
「
ミ
ニ
・
シ
ア
タ
ー
」
も
設

け
て
お
り
、
県
政
の
取
り
組
み
を
よ
り

深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
迎
賓
館
部
門
の
各
部
屋
に
は
、
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》
一句

織謹
目－，

if靭

県政の歴史を振り返る｢兵庫の歩み」夜間のライトアップは11月末まで行われ
また違った雰囲気を楽しめる

虎

議雲
〆

善
一
弄

』

手
翰

諜謁

ﾛ

齢霧濁

曇垂
、

謹灘零
画

籍
今年１月､登録有形文化財に

○お問い合わせ先

・県秘書課（公館）盃078（362）３８２３

・最新情報は、ホームベージで随時お知らせいたします。〈http://web､pref・hyogo・jp/hishoka/evenV〉
・イベントの実施日等については、変更することがありますので、あらかじめご確認をお願いします。

初代知事-伊藤博文の顔も

フランス･ルネサンス様式の威光を誇る

Z駒

畷

県の工芸品が揃う｢兵庫の魅力」

イベント実施予定一覧

Ｉ 鰯
歴
代
兵
全
厚
県
姉
事

一一一ー

.『－

||州

一一三一~~~一

瞬’
0Ｆ沌云

イベント名

少年の主張兵庫県大会

のじぎ<サロンｺンサート

ふれいあいの祭典兵庫県いけぱな展(公館展）

兵庫県文化賞受賞者小品展

ふれあいの祭典大茶会

歴史文化殻産活用フォーラム

歴史的建築物シンポジウム

兵庫のまちなみ100選

ひょうごゆかりの百人展

ひょうごツーリズムバネル展

ひょうごふるさと市

親子で学ぼうふるさとの歴史一公館見学

実施日

９月28日(日）

９月予定

10月18日〈土)､19日(日）

１０月24日(金)～27日(月〉

10月25日(土）

10月26日く日）

10月下旬

10月下旬～11月上旬

11月上中旬

11月20日(木)～12月１日〈月）

11月20日(木)､21日(金）

５月～１１月､随時

平日

土曜日

(一般開放）

日曜･祝日

入館時間

午前9時～午後5時

午前10時～午後4時

原則として閉館。
ただし､イベント開催時は開館します。

入館場所

県政資料館及び
イベント実施嶋所

迎賓館及び
県政資料館
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